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１.はじめに
　現代日本語とトルコ語の属格を表す形式について、これまでの文法研究では、理論的な側面から定
義されてきたものが多く、実例に基づき具体的かつ詳細な説明を加えようとした研究は少ない。その
上、これらの格形式は名称からも明らかなように、形式のみが一般に指摘されてきた。現代トルコ語
で書かれた日本語の文法書としては、Tuncoku＆Hayashi（989）、Tekmen＆Takano（2005）など
が挙げられ、現代日本語で書かれた現代トルコ語の文法書としては、竹内（970）、勝田（986）、東
京外国語大学・トルコ語専攻編（2007）などが挙げられる。これらの研究のほとんどは、表層構造に
現れる格形式の定義や分類の対象となる形態面のみを主眼においている。また、表面的な定義や簡単
な説明が多く、体系的な解説は行われていない。これらの文法書における解説の他に、トルコ語と日
本語の格形式をパラレルコーパスを使って扱った対照研究は管見のかぎりではこれまでなされてない。
よって、本稿では、現代日本語と現代トルコ語で書かれた文学作品に基づいて、日本語とトルコ語の
属格を表す格形式について実証的かつ詳細な対照研究を行う。
　以下では、まず、２.１節でトルコ語で書かれた日本語の文法書における格助詞の「の」の定義を
挙げ、次にそれらについて記述がある用法を取り上げて、表に示す。２.２節では日本語で書かれた
トルコ語の文法書における属格語尾の（－（n）in）の定義と用法を概観し、これらの研究における用法を
表に示す。３節では用例採集及びデータ分析の方法について述べる。４節では日本語の格助詞「の」
の様々な用法を表に示す。５.１節では夏目漱石の『こころ』における格助詞の「の」の原文とそれ
らの対訳文から作成した対訳データベースに基づき日本語の「の」の用法に対応するトルコ語の形式
及びそれらが表す用法について述べる。その上、トルコ人日本語学習者が、格助詞の「の」を使用す
る際に犯す誤用と結び付く可能性のある形式及びその用法とそのような可能性が低いと考えられる形
式及びその用法について検討する。次に、５.２節では夏目漱石の『こころ』のトルコ語訳における
属格語尾の（－（n）in）とそれに対応する日本語の原文から作成したデータベースに見られる日本語の形
式とそれらが表す用法を取り上げる。次に５.３節では、日本語とトルコ語の属格形式の対応関係に
ついて考察する。最後の６節では本稿で述べた内容とその結果を総括する。
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２　先行研究
２.１　トルコ語で書かれた日本語の文法書における格助詞の「の」
　ここで主な日本語文法書における格助詞「の」の定義を概観し、そのうち特に重要だと考えられる
三つを取り上げる。その際、トルコ語の原文と同時に日本語の逐語訳を挙げる。
２.１.１　トルコ語で書かれた日本語の文法書における格助詞の「の」の定義
　① 　Tuncoku ＆ Hayashi（989）は、Türkçe Konuşanlar İçin Japonca Dilbilgisi の “Hal Edatları 
ve Ayırıcı Edatlar” では、格助詞の「の」を次のように定義している。
　　 　トルコ語の原文：No edatı, Türkçe’ deki tamlayan （genitif） ekine benzemekle birlikte, bazen 
daha geniş ve yoruma açık bir fonksiyona sahiptir. Bu edatın temel fonksiyonu, aynı kelime 
grubuna giren isimleri birbirine bağlamaktır.
　　 　日本語の逐語訳：助詞の「の」はトルコ語における属格語尾に類似すると同時に、時にはもっ
と広く解釈される機能を持っている。この助詞の基本的な機能は、同じ品詞類のグループに属す
る名詞を互いに結び付けることである。
　② 　Tekmen＆Takano（2005）は、Japonca Dilbilgisiの“Ad Durum İlgeci”では、格助詞の「の」
を次のように定義している。
　　 　 ト ル コ 語 の 原 文：Ad durum ilgeci genelde ad ve yüklem arasındaki ilişkiyi kurmak için 
kullanılır. Ancak, burada açıklanacak olan ‘no’ ilgecinin işlevi ‘Ad１ no Ad２ ’ biçiminde ad ile 
ad arasındaki ilişkiyi kurmasıdır.
　　 　日本語の逐語訳：名詞の格助詞は通常名詞と動詞の間の結び付きを作るために使用される。し
かし、ここで説明される格助詞「の」の機能は、名詞１の名詞２の形で名詞と名詞の間の結び
つきを作ることである。
２.１.２　トルコ語で書かれた日本語の文法書における格助詞の「の」の用法
　ここでは、日本語の文法書における格助詞「の」の用法を下記の表に提示し、概観する。
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Tuncoku＆Hayashi（989） Tekmen＆Takano（2005）
定名詞結語 ○ ○
不定名詞結語 ○ ○
接尾無しの名詞結合 ○ ○
時間を表すN１＋（－ki） ○ ○
～である ○
N１＋格助詞＋の＋N２ ○ ○
N１＋　（－lu） ○
職業或いは任務 ○
表１　日本語の文法書における格助詞「の」の用法
　上記の表からでも明らかなようにTuncoku＆Hayashi（989）とTekmen＆Takano（2005）にお
いて格助詞の「の」はほとんど形式面の観点から分類されている。先行研究における用例に基づいて
作成した格助詞「の」の用法カテゴリーにおける用法に加え、本稿で確認した日本語の文法書におけ
る格助詞「の」の用法も踏まえた上で、これらの他にも存在しうる用法を、日本語とトルコ語で書か
れた近現代の文学作品を使用し作成した、日本語－トルコ語、トルコ語－日本語の対訳用例データベー
スを用いて明らかにする。
２.２　日本語で書かれたトルコ語文法書における格語尾の（－（n）in）
　ここで日本語で書かれた、主なトルコ語文法書における格語尾の（－（n）in）の定義と用法のうち
特に重要だと考えられる三つの研究を取り上げる。その際、日本語の原文のみ記す。
２.２.１　日本語で書かれたトルコ語文法書における格語尾の（－（n）in）の定義
　① 　竹内（970：23－24）は、『トルコ語文法入門　Türkçe Grameri Cep Klavuzu』の中の“曲用（名
詞の格変化）”において、格語尾の（－（n）in）を次のように定義する。
　もちぬし格　
　 　～の　＋in～＋ün～＋ın～＋un～（ただし母音で終わる語幹にはnを介して接尾する。以後こ
れを＋（n）゜nとあらわすことにする。
　　ev　家　→　evin　家の
　曲用語尾　＋（n）゜nの接尾した形
　　所属を示す。連体（連用）修飾語として、日本語では「．．．の」に当たる。
　　Okulun karşısında park var．
　　学校の　向いに　公園　がある。
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　② 　勝田（986：5）は、『トルコ語文法読本　Türkçe Grameri ve Okuma Metinleri』の中の“格
と格語尾”において、格語尾の（－（n）in）を次のように定義する。
　属格：－（n）in　－（n）は先行語が母音で終わっている場合の介入子音。
　　Selim'in sevgilisi　＜名詞の修飾法の先行名詞に付す。＞
　　セリムの恋人
　③ 　東京外国語大学・トルコ語専攻編（2007：54）は、『トルコ語　文法の基礎（新版）』の中の“名
詞の所有格”において、格語尾の（－（n）in）を次のように定義する。
名詞の所有格
・所有格は「の」の格。所有者などを表す。
・名詞が子音で終わる場合、－in／－ün／－ın／－un　をつける。
　　arkadaş　友達　　arkadaşın　友達の
・ 名詞が母音で終わる場合、－nin／－nün／－nın／－nunをつける。母音の連続を避けるために、間に子音
－n－ がはさまれることに注意。
　　öğrenci　学生　　öğrencinin　学生の
２.２.２　日本語で書かれたトルコ語文法書における格語尾の（－（n）in）の用法
　２.１.２節では日本語で書かれたトルコ語の文法書において記述がなされている格語尾の（－（n）in）
の定義と用法を順番に取り上げた。前節の内容をまとめると次の通りである。先行研究における用例
に基づいて作成した格助詞「の」の用法カテゴリーにおける用法がよりはっきり見られるように、こ
れまでの文法書における格語尾（－（n）in）の用法を下記の表に提示し、概観する。
竹内（970） 勝田（986） 東京外国語大学（2007）
所属 ○
名詞修飾 ○ ○
所有者（もちぬし） ○ ○
表２　日本語で書かれたトルコ語の文法書における格語尾の（－（n）in）の用法
　上記の表でも明らかなように、トルコ語の属格語尾（－（n）in）を竹内（970）は「もちぬし格」、
勝田（986）は「属格」、東京外国語大学・トルコ語専攻編（2007）は「所有格」と呼び、研究者によっ
て、格とその用法の認識は異なっている。また、トルコ語の属格語尾（－（n）in）の用法に関しては、
竹内（970）では「所属」、勝田（986）では「名詞修飾」、東京外国語大学・トルコ語専攻編（2007）
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では、「所有者」の用法に関してのみ述べている。
　ここまでの日本語の「の」とトルコ語の（－（n）in）の定義と用法を比較すると、次のことが言える。
　１ ．日本語の「の」をトルコ語で説明する際に、トルコ語の（－（n）in）の定義と用法の解説に使
用する文法用語を使用している。また、トルコ語の（－（n）in）を日本語で説明する際に、日本
語の「の」の定義と用法の解説に使用する文法用語を使用している。
　２ ．日本語の「の」をトルコ語の（－（n）in）の定義と用法の解説に使用する文法用語を使用し解
説するため、用法の中には形式面を重視した用法が多く、意味面を重視した用法は少ない。それ
に対して、トルコ語の（－（n）in）を日本語の「の」の定義と用法の解説に使用する文法用語を
使用し解説すると、意味面を重視した用法が多くなり、形式面を重視した用法が少なくなる。
　３ ．日本語の「の」に関しては、トルコ語の名詞結合の種類に似せて解説することが多く、日本語
ではトルコ語の「介入子音」や「母音調和」のような音韻的な特徴の解説が多い。
　このように比較してみると、トルコ人研究者の日本語の解釈と日本人研究者のトルコ語の解釈には
差異が生じていることが明らかである。トルコの研究者は主に形式の側面を取り扱うのに対して、日
本人研究者は主に意味の側面を扱う傾向がある。言うまでもなく、形態論的なレベル或いは意味論的
なレベルのいずれかに重点をおくということで、格の研究は異なった様相を呈することになる。しか
し、このような一方的なやり方には問題があり、格という文法現象を意味論的なレベルにおける格的
現象と形態論的なレベルにおける表現手段を同時に扱い、調和を図ることは重要なことであると考え
る。本稿では、格を表す表現手段として語尾の付加を使用するトルコ語と付属語の付加を使用する日
本語を取り扱うため、表現手段に基づきそれが表す格的現象を探る。
２.３　先行研究の問題点
　日本語とトルコ語で書かれた両言語の文法書であるこれらの先行研究において日本語の格助詞の
「の」とトルコ語の格語尾の（－（n）in）に関して書かれた次の解説には問題が存在している。これらは、
日本語を学習する際にこれらの文法解説書や教科書を使用するトルコ人日本語学習の格助詞の習得を
困難にすると思われる。以下では、これらの問題を順番に取り挙げる。
　① 　Tuncoku＆Hayashi（989：06－07）、Tekmen＆Takano（2005：4－42）などには、日
本語の「の」の用法に対応するトルコ語の語尾には（－（n）in）の他に、所属語尾の（－ki）及び
語尾の（－lu）があると論じられているが、実際に対応する形式はそれで全てであろうか。もし、
それ以外にも対応する形式があるならば、その形式は何であろうか。
　② 　竹内（2005：23－24）、勝田（986：5）、東京外国語大学（2007：54）などにはトルコ語の属
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格語尾の（－（n）in）に日本語の「の」が対応すると論じられており、またTuncoku＆Hayashi（989：
05）、Tekmen＆Takano（2005：4）にもトルコ語の属格を表す語尾の（－（n）in）の全ての用
法に日本語の「の」が対応すると論じられているが、それは実際にそうであろうか。もし、それ
以外にも対応する形式があるならばそれらの形式は何であろうか。
　③ 　両言語の属格形式はどの程度対応し、どの程度一致しているのだろうか。
　以上の問題を解決するためには、日本語の「の」とトルコ語の（－（n）in）の対応関係を検討する
ことが必要であると考える。そのためには「の」と（－（n）in）に対応する形式を明らかにする必要
がある。以下では夏目漱石の『こころ』という文学作品とそのトルコ語訳を元に作成した日土・土日
対訳用例データベースに基づき、それらの実態調査を行い、両言語の属格形式の用法に対応する形式
及び用法を明らかにしていく。
３　用例採集の方法・データ分析の方法
３.１　分析目的
　本研究調査の目的は、上記２.３「先行研究の問題点」で取り上げた問題点の解決を探ることである。
つまり、日本語の格助詞の中でも特に習得・使用が難しいとされている格助詞「の」の用法に対応す
るトルコ語の形式とその用法、及びトルコ語の格語尾の（－（n）in）の用法に対応する日本語の形式
とその用法を明らかにし、日本語とトルコ語の属格形式の対応関係を探ることである。
３.２　調査対象の文学作品
　本調査では、日本人作家、夏目漱石（867年～96年）の『こころ』の中における属格を表す格助
詞「の」を250例収集した。また『こころ』のトルコ語訳である『Gönül』からトルコ語の属格語尾
の（－（n）in）を250例収集した。
３.３　用例採集の方法
　用例採集をするに当たっては、まず、用例を採集する文学作品は現実の言語活動のあり方を反映す
るような近現代日本語と現代トルコ語で書かれた文学作品から、英語など他言語を通して訳された作
品を使用せず日本語からトルコ語及びトルコ語から日本語に直接訳された作品を調査し、本研究調査
に最も相応しいと考えられる文学作品を使用した。
　言語資料の属性として小説を選んだ。また、作品の目次のページから約50ページの用例を対象に用
例採集を行い、250例集めた。つまり、日本語の文学作品とそのトルコ語訳からそれぞれ250例、及び
トルコ語訳とその原文からそれぞれ250例ずつ採集した。
　用例採集の方法として、夏目漱石の『こころ』のみ『青空文庫』における電子化されたファイルを
使用したが、『こころ』のトルコ語訳である『Gönül』には、電子化されたファイルが存在しないため、
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紙媒体を使用した。日本語で書かれた文学作品から格助詞の「の」、トルコ語で書かれた文学作品か
らは属格語尾の（／－（n）ın／，／－（n）in／，／－（n）un／，／－（n）ün／，／－ım／，／－im／，／－um／，／－üm／）に
印をつけていく方法を用いた。見つかった用例をMicrosoft Office Word 2007を使って入力し、電子
テキストを作成した。次に、電子化したテキストから、用例をMicrosoft Office Excel 2007に移し、
日土及び土日用例対訳データベースを作成した。
３.４　日土用例対訳データベースの作成
　用例対訳データベースを作成する際、用例を格助詞のある文章のみ収集し、文章が長い場合、文章
のはじめの単語から読点の前の単語まで引用し、同じ文章に格助詞が１つ以上ある場合は、その文章
をその格助詞の数だけ使用し引用した。
４　日本語の格助詞「の」の様々な用法
　日本語の格助詞「の」は、一見所有者を表す用法が最も一般的であるように見える。しかし、「の」
にはこの他にも多くの用法がある。関係節の中では「動作者」を表し、「薬の飲み方」のような文で
は「対象」を表すこともできる。連体格の「の」は、この他数多くの用法を持っている。属格を表す
格助詞の「の」は、他の格助詞と異なり名詞と名詞を結び付けるため、連体格とも呼ばれる。これに
対して、名詞と動詞を結び付ける「を」「に」「が」のような格助詞は連用格と呼ばれる。日本語の連
体格の「の」の用法のほとんどにトルコ語の属格語尾の（／－（n）in／）が対応するが、日本語の「の」
の全ての用法をトルコ語の（／－（n）in／）で表すことはできない。この節では、まず、「の」が持つ意味・
用法の分類を先行研究から作り、次に日本語の「の」に対してトルコ語の（／－（n）in／）は「の」の
用法にどの範囲まで対応するかを、用例に基づき検討する。下の用法カテゴリーは国立国語研究所
（95）、増淵常吉（98）、森田（2007）などを参考に作ったカテゴリーである。
表３　日本語の格助詞「の」の用法とそれに対応するトルコ語の語尾形式
①　連体格の「の」 日本語の用例 日本語の用例のトルコ語の逐語訳
１　主体
a．所有主 君の鉛筆 （senin kalemin）
b．作成者 彼の話 （onun konuşması）
c．所属先 アパートの係り （apartmanφgörevlisi）
d．動作主 整備の人々 （bakım görevlisiφ insanlar）
e．状態の主体 日本女性の優しさ （japon kadınının kibarlığı）
２　対象
a．動作・行為の対象 候補者の整理 （adayların düzenlenmesi）
b．比喩の対象 雪の肌 （kar gibi ten）
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３　関係の基点
a．人間関係の基点 お嬢様の相手 （hanımefendinin eşi）
b．数量関係の基点 布の厚さの２倍 （kumaş kalınlığının iki katı）
c．時間関係の基点 サーカスの前 （sirkin öncesi）
d．空間関係の基点 自動車の中 （arabanın içi）
４　場所
a．存在の場所 愛知県彌冨町の近鉄電車彌冨駅
（Aichi Bölgesi Yatomi Şehri'ndeki 
Kintetsu Treninin Yatomi İstasyonu）
b．出生・出産の場所 インドの詩聖のタゴル （Hindistan’ın ünlü şairi Tagor）
c．発生の場所 大島の地震 （Oşimaφdepremi）
d．使用の場所 散薬の袋 （ilaçlamaφ torbası）
e．抽象的な場所 論理上の欠陥 （mantık üzerindeki eksik）
f．指示する場所 ここの家 （buradaki ev）
５　時刻・時期 今日の教育 （bugunkü eğitim）
６　数量・数値 四頭の馬 （４ başφat）
７　順序 日本第一の名所 （Japonya’nın birinciφünlüyeri）
８　性質・性格・状態（第三形容詞） 髭の男 （sakallı erkek）
９　内容・関与物 絵の講演 （resimφkonuşmasi）
0　材料 ゴムの手袋 （lastikten eldiven）
　選択の範囲 議題の一つ （tartışma konularından biri）
2　同格
a． 同内容の異なる言葉を
繋げる（～である） おじさんのアリ軍曹 （amcanızφ／（olan）Ali çavuş） 
b．名称（～という） イスタンブールの町 （istanbulφşehri／（denilen）şehir） 
3　中身 リンゴの籠 （elmaφsepeti）
4　見聞・想念・話題などの内容 失踪のうわさ （kaybolmaφsöylentisi）
5　理由・原因 合格の喜び （sınavı geçmenin sevinci）
6　関心 故郷の思い出 （memleketφhatırası）
7　指示
a．人指示 紅茶の人 （çay isteyen kişi）
b．事指示 商売の事 （ticaretφhususu）
8　様態・程度 牛の歩み （inekφadımı）
9　 名詞修飾の修飾語と被修飾語の位置を変
えた時に出きる
蜜柑の甘いの
＝（甘い蜜柑）
（mandalinanın tatlısı）
＝（tatlı mandalina）
20　 N２は形式名
詞又は助動詞
a．N２は形式名詞 表Aの通り （Tablo A'daki gibi／－nın doğrultusu）
b．N２は助動詞 次の如く （bir sonraki gibi）
②　主格の「の」 葉っぱの枯れた木 （yaprağıφsolan ağaç）
③　対象格の「の」 お茶の飲みたい人 （yeşil çayφ içmek isteyen kişi）
　
５　分析結果
５.１　日本語の原文に基づく分析結果
５.１.１　形式の観点から行った分析結果
　夏目漱石の『こころ』の中における格助詞の「の」を含む文と『こころ』のトルコ語訳を基にそれ
らの日本語の用例に対応するトルコ語の対訳文を収集した。収集した用例は合計250である。トルコ
語の対訳文に現れた形式とその用例数を次の表から概観する。
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日本語の格助詞の「の」に対応する
トルコ語の形式の名称及び形式
日本語の原文 トルコ語の対訳文 用例数
（百分率）
格語尾（ゼロ格）＝（φ） 個人の別荘 müstakilφyazlık 38（55.2）
格語尾（属格）＝（－（n）in） 先生の宅 hocamın evi 76（30.4）
いずれの分類にも入れられない対訳文 手足の運動を已めて elini ayağını hareket 
ettirmez olmuş
2（ ４.８）
格語尾（所属）＝（－ki） 元の床几 az önceki taburem ８（ ３.２）
格語尾（奪格）＝（－dan） 中国のある資産家 Çūgoku bölgesinden　
varlıklı bir aile
６（ ２.４）
格語尾（対格）＝（－（y）i） 金の工面 parayı denkleştirmem ３（ １.２）
格語尾（処格）＋所属語尾＝（－da＋－ki） 学校の授業 okuldaki dersler ２（ ０.８）
派生語尾＝（－si） 次の日 ertesi gün ２（ ０.８）
格語尾（処格）＝（－da） 多くの男 çok sayıda erkek １（ ０.４）
対格語尾＋動詞の連体形活用語尾
＝（－（y）i）＋動詞語幹＋（－an）
鍬の手 kazmayı tutan eli １（ ０.４）
格語尾（共同格）＝（ile） 先生の歩く方 hocamla aynı istikamet １（ ０.４）
表４　日本語の「の」に対応するトルコ語の形式
　上記の表より明らかであるように、本研究で作成した格助詞「の」の用法に対応する形式に含まれ
ている属格語尾の（－（n）in）、語尾無しの（φ）、所属語尾の（－ki）、奪格語尾の（－dan）、処格語尾と
所属語尾の組み合わせからなる（－daki）、処格語尾の（－da）の計６種類の形式の他に、日土対訳用
例データベースにより対格語尾の（－（y）i）、派生語尾の（－si）、対格語尾の（－（y）i）＋動詞語幹＋動詞
の連体形活用語尾の（－an）の形式と、共同格を表す語尾の（ile）の計４種類の形式が明らかになった。
次節では、これらの形式が現れた用法とそれらの用例数について述べる。
５.１.２　用法の観点から行った分析結果
　５.１.１節では日本語の格助詞の「の」が含まれている文学作品の中の原文に対応するトルコ語の
対訳文に現れた形式及びそれらのタイプと用例数について述べた。以下の表ではそれらの形式が現れ
た用法とそれらが現れた形式の用例数をまとめて概観する。
表５　データベースに現れた日本語の「の」の用法に対応するトルコ語の形式とその件数
①　連体格の「の」 データベースに現れたトルコ語の形式とその件数
１　主体
a．所有主 属格（25）、ゼロ格⑶
b．作成者 ―
c．所属先 ゼロ格⑴
d．動作主 属格（25）
e．状態の主体 属格⑵、ゼロ格⑵
２　対象
a．動作・行為の対象 対格⑵、ゼロ格⑴
b．比喩の対象 ゼロ格⑴　、対格＋動詞の連用形⑴
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３　関係の基点
a．人間関係の基点 属格⑸、ゼロ格⑵
b．数量関係の基点 ―
c．時間関係の基点 属格⑴、ゼロ格⑴
d．空間関係の基点 属格（26）、ゼロ格⑴、奪格⑴
４　場所
a．存在の場所 ゼロ格⑶、属格⑵、奪格⑴、処格＋所属⑴
b．出生・出産の場所 ―
c．発生の場所 ―
d．使用の場所 ―
e．抽象的な場所 ゼロ格⑴
f．指示する場所 ゼロ格⑶、処格＋所属⑵、所属語尾⑴
５　時刻・時期 ゼロ格⑸、所属語尾⑴
６　数量・数値 ゼロ格⑺、奪格⑴、処格⑴
７　順序 所属語尾⑵、派生語尾⑵、ゼロ格⑴
８　性質・性格・状態（第三形容詞） ゼロ格（23）、属格⑵、派生語尾⑴
９　内容・関与物 ―
0　材料 ―
　選択の範囲 ゼロ格⑵、奪格⑴
2　同格
a． 同内容の異なる言葉を
繋げる（～という） ゼロ格⑴
b．名称（～である） ゼロ格⑴
3　中身 ―
4　見聞・想念・話題などの内容 属格⑵
5　理由・原因 ゼロ格⑴
6　関心 ―
7　指示
a．人指示 ―
b．事指示 ゼロ格⑴
8　様態・程度 ゼロ格⑴
9　 名詞修飾の修飾語と被修飾語の位置を変えた時に
出きる形容詞修飾 ―
20　 N２は形式名詞又は助
動詞であるもの
a．N２は形式名詞 奪格⑵、ゼロ格⑴、所属⑴
b．N２は助動詞 ゼロ格⑵、属格⑴、所属⑴
②　主格 属格⑹、ゼロ（）、対格⑴、共同格⑴、？⑵
③　対象格 ？⑴
　上記の表では、本稿の４節で述べた格助詞「の」の用法とそれらの用法が現れた形式の用例数を示
した。「―」で表された用法は今回のデータベースに現れなかった用法を示す。本稿で作成した日土
対訳用例データベースより本研究論文で作成した「の」格の用法カテゴリー39種類の用法のうち23種
類の用法が2種類の形式で現れた。
　表からもわかるように、日本語の「の」の用法のうち、トルコ語の属格語尾の（－（n）in）で表された
用法は［１　主体］と［２　関係の基点］の用法を表すものがほとんどである。これは、そもそも所
有関係や人間関係のような「N１」と「N２」のなんらかの関係を示すものである。この場合「N１」
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は「人」、「物」、「「事」のような概念を表す名詞であり、「N２」は「物」、「物の部分」、「人」、「人の
部分」、「持ち物」、「生産物」「組織・団体」、「働き」、「存在」、「性質」、「状態」、「こと」、「働きかけ
的な行為」「働きかけ的な行為者」の概念を示す名詞である。トルコ語では属格語尾の表すことので
きない用法のほとんどはゼロ格の（φ）形式で表される。（φ）形式が使用される名詞修飾には大き
く分けて３種類のものがある。第一の名詞修飾の種類は、「N１」が「N２」の種類を表すもので属格
語尾の付加が不可能である名詞修飾である。第二は、「N１」の名詞の定性によって「属格語尾」の
簡略の結果ゼロ形式で表される名詞修飾である。第三は、「N１」は人称代名詞である場合にのみ、「N
２」に付加される所属人称語尾によって表すことができる「N１」と同時に属格語尾の（－（n）in）の簡
略の結果現れるゼロ形式である。また、日本語とトルコ語の物事の解釈や扱い方による違いも存在す
るため、属格語尾と同時に「N２」の使用が不要である場合もある。それは例えば「茶店」のような
概念の扱い方である。つまり、日本語では「茶店」のような場所から出る場合「茶店の中」というよ
うにその空間関係の基点を表すために「の中」という空間関係を表す名詞が必ず使用されるのに対し
て、トルコ語では「茶店」というところは人が当然その中にいるというふうに解釈されるため、「～
の中」のような形式名詞の使用は不要である。
　日本語の「の」の用法で、トルコ語では属格語尾の（－（n）in）の他の語尾形式で表される用法を見る
と次のような場合がある。まず、日本語では「場所」や「抽象的な場所」を表す「の」は、トルコ語
では属格語尾で表すことは不可能である。この場合、処格語尾の（－da）や処格語尾と所属語尾の組
み合わせからなる（－daki）が使用される。所属語尾の（－ki）は物事の「場所」や「時間軸」におけ
る位置を示し、それらの物事を特定化させる機能を持つため、日本語の「の」の［指示する場所］を
処格語尾と組み合わさった形式で表し、［時刻・時期］の用法を単独で、または処格語尾と組み合わさっ
た形式で表し、［順序］の用法を単独の形式で表すことができる。［時間］の用法を表す場合の「N１」
は「時間」の名詞で、「N２」は「物」、「人」、「こと」を表す名詞である。［N１］と［N２］の間に「場
所的」な結び付きが成り立つ場合に、「N１」は「場所」を表す名詞で、「N２」は「物」、「人」、「こと」
を表す名詞である。
　本研究では、特質を表すため、「第三形容詞」と呼ばれる「一定の」のような用例を［性質・性格・
状態］の用法カテゴリーの中で取り扱うことにした。トルコ語では、「性質・性格・状態」のように
人やものの特徴的な部分を表すもの名詞である「N１」には、派生語尾の（－li）が付加される。また［第
三形容詞］に付けられる「の」には、ほとんどの場合にゼロ格が対応する。本研究のデータベースで
は、ゼロ（φ）形式は23件、派生語尾の（－li）は１件、また最初はいずれの分類にも入れられなかっ
た用例は１件見られた。この用例を詳しく見ると「不得要領」という語はトルコ語では（＝belirsiz，
şüpheli，bulanık）という意味を表している。本対訳用例データベースの対訳を見ると（anlamsız）「＝
無意味な」と訳されている。この単語における（anlam）は日本語で「意味」に対応し、（－sız）とい
う語尾「無」に対応する。要するに（－siz）は（－li）の反対の意味を持っており、（－li）の付加によっ
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て何らかの特徴が所有させられる「N１」には（－siz）が付加されるとその特徴を有しないことを示
す形容詞が作られる。
　本対訳用例データベースには見られなかった、「N１」と「N２」の規定的な結び付きを表す［内容・
関与物］の用法に関しては、「の」の用法カテゴリーにおける用例や別の用例を調べたところ、トル
コ語で対応する形式はゼロ格の（φ）であった。
　また、「N１」と「N２」の規定的な結びつきを表す［材料］の用法は、日本語で属格語尾の「の」
のみが使用可能であるのに対して、トルコ語では奪格語尾の（－dan）とゼロ格の（φ）形式が対応
する。これは例えば「ゴムの手袋」（＝lastikφeldiven／lastikten eldiven）の例である。トルコ語では、
この場合２つの形式の間に然程の差はないが、ニュアンスの違いがある。奪格語尾の（－dan）が使
用される場合には完全に［材料］という意味が示されるのに対し、ゼロ形式が使用された場合の「N１」
は［N２］の［材料］と共に［種類］も示し、［ゴムという材料で作った種類の手袋］という意味に
なる。
　次に、日本語では「の」で表され、トルコ語では奪格語尾の（－dan）が対応する用例を詳しく見
ると、それらは［３d．空間関係の基点］、［４a．存在の場所］、［６　数量・数値］、［　選択の範囲］、
［20a．N２は形式名詞］の用法を表すものである。これらの用法は違う名称であるが、用例が表して
いる意味は共通している。それは、色々ある中から特に一つを取り出して述べる時に使う表現形式で
あり、「色々ある中で特にこれ」というような意味を表す。［20a．N２は形式名詞］の用法に関して
見られた二つの例のうちの一つは「好奇心のために」という用例であるが、これも、［色々ある理由
の中で特に好奇心であるため］というような意味を表していると考えられる。
　日本語の「の」の［2　同格］の用法はトルコ語で常に（φ）形式で表され、属格形式で表される
ことはない。日本語では、同内容の異なる言葉を繋げるために使用される（～である）と名称を述べ
るために使用される（～という）が同じ内容の言葉を同列に並べるために用いられる「の」で結び付
けられるのに対して、トルコ語では（φ）形式で並べられる。「N１」は前者の場合、身分や職業の
名詞であり、後者の場合、人間関係の名詞である。「N２」はどちらも人を意味する固有名詞又は固
有名詞的な名詞を示す。
　本研究で示した「の」の用法カテゴリーにおける3から8番の用法に関して、今回の対訳データベー
スでは特に用例が少なく、［3　中身］、［4　見聞・想念・話題などの内容］、［5　理由・原因］、［6
　関心］［8　様態・程度］は類似した意味を表しているため、［９　内容・関与物］の用法の中に整
理可能であると考えられる。
　また、日本語の名詞と形式名詞又は助動詞を結び付ける「の」は、トルコ語において「N１」の名
詞や「N２」の形式名詞の品詞や性質によって使用される語尾形式が（φ）形式と属格語尾（－（n）in）
というように異なるため、留意すべきところである。例えば「～のように」に相当するトルコ語は代
名詞につく場合に属格語尾を要求するのに対し、名詞につく場合には属格語尾の（－（n）in）を要求する。
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また（bu），（şu）のような指示代名詞につく場合にゼロ格の（φ）も属格語尾の（－（n）in）も使用可能
である。
　次に、日本語で物事を指示するために使用される「ひと」「もの」「こと」「ところ」のような形式
名詞のうち、「ひと」「もの」「ところ」のような形式名詞は「N１」と結びつくとき「の」に対応す
るトルコ語の属格語尾の使用は可能である。しかし、「こと」そのものに当たる形式名詞はトルコ語
に存在せず、その代わりに「～について」「～に関して」のような後置詞が使用されるため、「こと」
も導入時に要注意の学習項目である。
　また、日本語で［名詞修飾の修飾語と被修飾語の位置を変えた時にできる形容詞修飾］の修飾と類
似した修飾はトルコ語にも存在する。ただしこの場合、日本語で「N１」にも「N２」にもつく「の」
が異なったものであることに留意すべきである。「N１」につく「の」にトルコ語属格語尾の（－（n）
in）が対応するのに対して、「N２」につく「の」にトルコ語で修飾語尾が使用されるのである。
　日本語の［③対象格］の用法を表す「の」は「を」及び「が」と交替可能であるが、これは属格を
表すものではない。しかし、属格助詞の「の」の［２a．動作・行為の対象］の用法を表す場合と共
に［③対象格］の用法を表す場合もトルコ語では対格語尾の（－（y）i）が対応する。これは、トルコ人
日本語学習者によって混同される可能性が高い性質のものである。属格助詞の［２a．動作・行為の
対象］の用法を表す場合に「N１」は動作・行為の対象物を表す名詞で、「N２」は動作・行為を表す
動名詞である。これに対して、対象格の「の」は「N１」を「N２」でなく「V」の動作動詞と結び
付けるため、これらの学習項目も導入される時にお互いの相違点に注意すべきである。
　最後に、日本語の「の」はトルコ語の属格語尾と違って、「鍬の手」のような語用論的な使用は日
常生活に頻繁に発生しているように思われる。トルコ語では決まった形式はないが、こういう現象の
存在を学習者に注目させる必要もあると考えられる。
５.１.３　日本語の属格を表す「の」以外の役割を担う「の」に関する用例
５.１.３.１　日本語の第三形容詞に付けられる「の」にトルコ語の語尾ゼロ（φ）が対応する用例
　日本語の名詞と名詞を結び付ける格助詞の「の」に関して採取した用例に対応するトルコ語の対訳
文のうちの５例は、いわゆる第三形容詞に付けられる「の」に対応するトルコ語の語尾無しの（φ）
形式である。その一例は次のものである。
　　⑴日本語の原文　　：　一定の時刻に超然として来て
　　　トルコ語の対訳文：　Belirliφbir vakitte doğruca gelip
　　　Belir　　　－li　　　φ　　　bir　　　vakit　　－te　　doğruca　　gel　　－ip
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　　　現れる　派生語尾　　 　一（冠詞） 時刻　　処格　　 来る　　 来る　連用形
　　　（一定の時刻に超然として来て）
　上記の例からもみられるように、このような日本語の第三形容詞と名詞を結び付ける「の」にトル
コ語で相当するものは、形式上は存在しない（φ）形式である。鈴木（972）では、このタイプの「の」
について「規定語的な形として「―な」のほかに「―の」が用いられるもの。この「―の」の形式は、
「―な」の変種（かわり語形）とみとめられる。」と述べられている。
５.１.３.２　 日本語の主格を表す「が」に交代をする「の」にトルコ語の属格語尾（－（n）in）及び語尾
無しの（φ）が対応する用例
　日本語の名詞と名詞を結び付ける格助詞の「の」に関して採取した用例に対応するトルコ語の対訳
文のうち、第三の形容詞に付けられる「の」に対応するトルコ語の形式は属格語尾（－（n）in）及び語尾
無しの（φ）形式である。それらに関する用例は次のようなものである。
　　⑵日本語の原文　　：　彼らの出て行った後
　　　トルコ語の対訳文：　Onlarφgittikten sonra
　　　Onlar　　　φ　　　git　　　－tik　　　－ten　　　sonra
　　　彼ら　　　主格　　行く　 過去完了　奪格語尾　　 後
　　　（彼らの出て行った後）
　　⑶日本語の原文　　：　私の半分ばかり注いで上げた盃を、
　　　トルコ語の対訳文：　benim yarıya kadar doldurduğum kadehi
　　　ben　　－im　　 yarı　 －ya　　kadar　　doldur　　－duğ　　－um　　kadeh　－i
　　　私　 属格語尾　半分 与格語尾　まで　注ぎ上げる 過去完了１人単　 盃　 対格語尾
　　　（私の半分ばかり注いで上げた盃を）
　上記の２つの例からもみられるように、このような日本語の主格を表す「が」と交替できる「の」
にトルコ語で相当するのは属格語尾の（－（n）in）及び属格語尾の省略された語尾無し形式の（φ）であ
る。これはトルコ語では名詞と動詞が結び付く時、名詞は主格の（φ）形式におかれるのに対して、
名詞と名詞が結び付く時、修飾名詞に属格語尾の（－（n）in）が付けられるからである。上記の用例では
それが明らかに見られる。上記の用例は、一見２例とも名詞と動詞が結び付くようにみられるが、実
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は１つ目の例は名詞（彼ら）と動詞（出ていく）、２つ目の例は名詞（私）と名詞（杯）の結び付き
である。従って、２つ目の用例では属格語尾の使用は可能であるのに対して、１つ目の用例では使用
不可能である。
５.１.３.３　日本語の対象格を表す「の」にトルコ語の対格語尾の（－（y）i）が対応するもの
　採取した用例のうちの３例は、対象格を表す「の」に対応するトルコ語の対格語尾（－（y）i）が対応
する用例である。それらに関する用例は次のようなものである。
　　⑷日本語の原文　　：　高い笑い声などの聞こえる試しはまるでなかった。
　　　トルコ語の対訳文：　Yüksek sesli kahkaha benzeri bir şeyi duymuşluğum hiç olmamıştı．
　　　Yüksek　ses　－li　 kahkaha　benzeri　bir　şey　－i　duy　　－muş　　　－luğ　　－um
　　　高い　　 声　派生語尾　笑い声　　　など　 一つ　事　対格　聞く 連体形活用語尾　派生語尾　１人単
　　　（高い笑い声などの聞こえる試し）
　日本語では対象語を示すために対象格の「を」の他に、対象格の「の」も使用が可能であるのに対
し、トルコ語では対象格の（－（y）i）のみ使用可能である。それは、日本語では上記の用例における「聞
こえる試し」のように動詞が名詞化されるのに対して、トルコ語では名詞節を形成する必要がないか
らである。このような差が日本語とトルコ語の差となって表れているようにみえる。
５.２　トルコ語の対訳文に基づく分析結果
５.２.１　形式の観点から行った分析結果
　夏目漱石の『こころ』のトルコ語訳である『Gönül』における属格語尾の（－（n）in）を含む文とそれ
が訳された『こころ』の原文を収集した。収集した用例は合計250である。日本語の原文に現れた形
式とその用例数を次の表から概観する。
表６　トルコ語の（－（n）in）に対応する日本語の形式
トルコ語の属格語尾の（－（n）in）に
対応する日本語の形式 トルコ語の対訳文 日本語の原文
用例数
（百分率）
格助詞（属格）＝「の」 hocamın hanımı 先生の奥さん 26（50.4）
格助詞（裸格）＝「φ」 evin eşiği 玄関φ先 4（6.4）
格助詞（主格）＝「が」 dünyanın kendisinin varlığından bihaber hali
世間が先生を知らないで
平気でいるの 24（ 9.6）
いずれの分類にも入れられないもの evin hanımı 奥さん 22（8.8）
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取り立て助詞　　＝「は」 Hocam ın  b i r  gün bana  şu duygularını dahi ifşa ettiği
先生はある時こんな感想
すら私に洩らした 2（4.8）
格助詞（与格）＝「に」 hanımefendinin dikkate şayan bir özelliği 奥さんに特色 ７（2.8）
格助詞（対格）＝「を」 davranışlarımın idraki 態度を自覚 ６（2.4）
取り立て助詞　　＝「も」 iki üç kişiyi geçmediğinin de farkındaydım
二人か三人しかないとい
う事も知っていた ３（.2）
格助詞（共格）＝「と」 hocamın hemşerisi olduğu kimi talebeler 先生と同郷の学生 ２（0.8）
格助詞（与格）＋　取り立て助詞
 ＝「には」 benim anlayacağım birşey değil 私には解りません ２（0.8）
格助詞（共格）＋　取り立て助詞
 ＝「とは」
hocam ve hanımefendinin iyi bir 
karı koca ilişkileri vardı
先生と奥さんとは仲の好
い夫婦の一対であった １（0.4）
格助詞（処格）＝「で」 ö m r ü m ü n  t a k d i r e  ş a y a n noktalarından biri
私の生活のうちでむしろ
尊むべきものの一つ １（0.4）
格助詞（対格）＋動詞の過去形
 ＝「をした」 konuşmasının sonunda 話をした末 １（0.4）
格助詞（属格）＋取り立て助詞
 ＝「のは」
yakın laşmasının  çok gar ip 
olduğu
近付きになったのは不思
議だ １（0.4）
格助詞　＋　動詞の辞書形
 ＝「という」
kendine bir eş bulamamanın 
verdiği huzursuzluk
相手を得られないという
不快の声 １（0.4）
　本稿の４節で格助詞「の」の用法に対応するトルコ語の形式を明らかにした。本節ではトルコ語の
属格語尾の（－（n）in）の用法に対応する日本語の形式を明らかにする。表からも分かるように、格助詞
の「の」を含む計4種類の形式が明らかになった。それらの形式は、属格を表す格助詞の「の」、裸
格の「φ」、主格を表す格助詞の「が」、取り立て助詞の「は」、与格を表す格助詞の「に」、対格を表
す格助詞の「を」、取り立て助詞の「も」、共同格を表す格助詞の「と」、与格を表す格助詞の「に」
＋取り立て助詞の「は」、共同格を表す格助詞の「と」＋取り立て助詞の「は」、処格を表す格助詞「で」、
対格を表す格助詞「を」＋動詞の過去形「した」、属格を表す格助詞「の」＋取り立て助詞「は」、共
同格を表す格助詞「と」＋動詞の辞書形「いう」の計4種類の形式である。以下では、これらの形式
が現れた用法とそれらの用例数について述べる。
５.２.２　用法の観点から行った分析結果
　５.２.１節では『こころ』のトルコ語訳である『Gönül』において、トルコ語の属格語尾の（－（n）
in）が含まれている対訳文の日本語の原文はどのような形式のものがあるかを見た。またそれらの
形式が現れるパターンとその用例数について述べた。以下の表ではそれらの形式が表す用法をまとめ
て概観する。
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表７　データベースに現れたトルコ語の（－（n）in）の用法に日本語で対応する形式とその件数
①　連体格の（－（n）in） データベースに現れた形式とその用例数
１　主体
a．所有主 の（37）、φ⑻、は⑵、が⑵、に⑴、には⑴、？⑹
b．作成者 の⑷、が⑵
c．所属先 の⑶、φ⑴、は⑴、
d．動作主 の（8）、が（0）、φ⑷、は⑸、に⑶、には⑴、を⑴
e．状態の主体 を⑵
２　対象
a．動作・行為の対象 を⑵
b．比喩の対象 ―
３　関係の基点
a．人間関係の基点 ―
b．数量関係の基点 ―
c．時間関係の基点 を⑴、？⑸
d．空間関係の基点 の（35）、φ⑹、を⑴
４　場所
a．存在の場所 の⑶
b．出生・出産の場所 ―
c．発生の場所 ―
d．使用の場所 ―
e．抽象的な場所 φ⑴
f．指示する場所 ―
５　時刻・時期 の（3）、φ⑴、をした⑴
６　数量・数値 ―
７　順序 ―
８　性質・性格・状態（第三形容詞） の⑴
９　内容・関与物 ―
0　材料 ―
　選択の範囲 で⑴、は⑴
2　同格
a． 同内容の異なる言葉を繋げる
（～という）
―
b．名称（～である） ―
3　中身 ―
4　見聞・想念・話題などの内容 の⑴
5　理由・原因 の⑴、も⑵
6　関心 ―
7　指示
a．人指示 ―
b．事指示 の⑶、φ⑴
8　様態・程度 ―
9　 名詞修飾の修飾語と被修飾語の位置を変えた時
に出きる形容詞修飾
φ⑵
20　 N２は形式名
詞又は助動詞
a．N２は形式名詞 φ⑴、？⑴
b．N２は助動詞 の⑵、φ⑵、⑴
②　主格の（-（n）in） ―
③　対象格の（-（n）in） ―
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５.３　トルコ語と日本語の属格形式の対応関係
　以下では、データベースに現れた用法を元に日本語とトルコ語の属格形式の対応関係を見る。
表８　データベースに現れた日本語の「の」とトルコ語の（－（n）in）の対応関係
①　連体格の「の」 トルコ語から見た日本語
日本語から見た
トルコ語
両言語で属格形式が
一致する用法
１　主体
a．所有主 ○ ○ ○
b．作成者 ○ ×
c．所属先 ○ ×
d．動作主 ○ ○ ○
e．状態の主体 × ○
２　対象
a．動作・行為の対象 × ×
b．比喩の対象 ○ ×
３　関係の基点
a．人間関係の基点 × ○
b．数量関係の基点 × ×
c．時間関係の基点 × ○
d．空間関係の基点 ○ ○ ○
４　場所
a．存在の場所 ○ ○ ○
b．出生・出産の場所 × ×
c．発生の場所 × ×
d．使用の場所 × ×
e．抽象的な場所 × ×
f．指示する場所 × ×
５　時刻・時期 ○ ×
６　数量・数値 × ×
７　順序 × ×
８　性質・性格・状態（第三形容詞） ○ ○ ○
９　内容・関与物 × ×
0　材料 × ×
　選択の範囲 × ×
2　同格
a． 同内容の異なる言葉
を繋げる（～という） × ×
b　名称（～である） × ×
3　中身 × ×
4　見聞・想念・話題などの内容 ○ ○ ○
5　理由・原因 ○ ×
6　関心 × ×
7　指示
a．人指示 × ×
b．事指示 ○ ○ ○
8　様態・程度 × ×
9　 名詞修飾の修飾語と被修飾語の位置を変
えた時に出きる形容詞修飾 × ×
20　 N２は形式名詞
又は助動詞
a．N２は形式名詞 × ×
b．N２は助動詞 ○ ×
②　主格の「の」 × ○
③　対象格の「の」 × ×
　上記の表は、日本語とトルコ語の属格形式の対応関係を示すものである。この表には本研究で作成
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した日土対訳用例データベースに現れた日本語の「の」とトルコ語の（－（n）in）の現れた用法をお互い
に比較し、両言語で属格形式が一致する用法を示した。これによると、［所有主］、［動作主］、［空間
関係の基点］、［存在の場所］、［性質・性格・状態（第三形容詞）］、［見聞・想念・話題などの内容］
及び［事指示］の用法の場合、両言語も属格を表す形式を利用していることが分かる。いうまでもな
く、これは本研究で作成したデータベースの限られた用例の中から見えた結果である。筆者は、トル
コ語ではこの他の用法の場合においても、属格形式の使用が可能であると考えている。例えば、（彼
の話＝onun konuşması）のように「の」が［作成者］を表す用法の場合である。トルコ語において
属格形式の使用は可能であると考えられ、それらの用法は、［１　主体－１b．作成者］、［１　主体
－１e．状態の主体］、［２　対象－２a．動作・行為の対象］、［３　関係の基点－３a．人間関係の基点」、
「３　関係の基点－３b．数量関係の基点」、「３　関係の基点－３c．時間関係の基点」、「３　関係の基
点－３d．空間関係の基点」、「４　場所－４b．出生・出産の場所」、［　選択の範囲］、「5　理由・
原因」、「9　特殊な用法」、「20a　N２は形式名詞」である。もちろんこれらの用法は国立国語研究
所（95）における実例を基にした筆者の予測であり、対訳用例データベースの用例数を増やし、こ
れらの予測の妥当性を探る必要がある。また、トルコ語で書かれた作品における用例を基に用例数を
増やし、本研究で試みたデータベースより幅の広いコーパスを作成することも可能である。そうする
ことによって、日本語とトルコ語の属格形式の対応関係はより明確に見られるようになると考えられ
る。
６　終わりに
　本稿では、夏目漱石の『こころ』を用い、日本語の属格を表す格助詞の「の」に対応するトルコ語
の形式と、そのトルコ語訳である『Gönül』におけるトルコ語の属格語尾（－（n）in）に対応する日本
語の形式を明らかにし、またそれらの表す用法について述べた。２.３「先行研究の問題点」で述べ
た研究目的に対して次の結果が明らかになった。
①　 Tuncoku＆Hayashi（989：06－07）、Tekmen＆Takano（2005：4－42）などには、日本語
の「の」の用法に対応するトルコ語の形式には（－（n）in）の他に、所属語尾の（－ki）及び語尾
の（－lu）が対応すると論じられているが、本研究ではその他の形式も対応していることが分かっ
た。まず「の」格の用法カテゴリーより、語尾無しの（φ）、処格語尾の（－da）、処格語尾と所
属語尾の組み合わせである（－daki）、奪格語尾の（－dan）、派生語尾の（－lık）の５種類の形式
があることが分かった。また、本稿で作成した日土対訳用例データベースより、その他にも対格
語尾の（－（y）i）、派生語尾（－si）、対格語尾の（－（y）i）＋　動詞語幹　＋　動詞の連体形活用語尾
の（－an）の組み合わせからなる形式、共同格を表す格語尾の（ile）の４種類の形式の存在が明
らかになった。つまり、本研究では計2種類のトルコ語の語尾形式が見出された。
208
日土対訳データベースに見られる日本語とトルコ語の属格形式　　ダルクラン・アイシェ・ヌル
②　 先行研究の日本語の文法書Tuncoku＆Hayashi（989：05）、Tekmen＆Takano（2005：4）
及びトルコ語文法書の竹内（2005：23－24）、勝田（986：5）、東京外国語大学（2007：54）な
どには、属格を表す語尾の（－（n）in）の全ての用法に日本語の「の」が対応すると論じられて
いるが、本研究５.２.１節で説明したように、「の」を含む計4種類の日本語の形式が明らかになっ
た。それらの形式は、属格を表す格助詞の「の」、裸格の「φ」、主格を表す格助詞の「が」、取
り立て助詞の「は」、与格を表す格助詞の「に」、対格を表す格助詞の「を」、取り立て助詞の「も」、
共同格を表す格助詞の「と」、与格を表す格助詞の「に」＋取り立て助詞の「は」、共同格を表す
格助詞の「と」＋取り立て助詞の「は」、処格を表す格助詞「で」、対格を表す格助詞「を」＋動
詞の過去形「した」、属格を表す格助詞「の」＋取り立て助詞「は」、共同格を表す格助詞「と」
＋動詞の辞書形「いう」である。
③　 まず、日本語の「の」に対応する計2種類のトルコ語の語尾形式が検出された。それらの語尾形
式のうち、ゼロ格の（φ）が使用頻度が55.2％と最も高く、それに引き続いて属格語尾の（－（n）
in）が30.4％と次に使用頻度が高い形式であった。使用頻度が0.4％と最も低かった語尾形式は、（－
da）、（－（y）i）＋V＋（－an）、（ile）の３種類の語尾形式であった。次に、トルコ語の（－（n）in）に
対応する計4種類の日本語の語尾形式が見出された。それらの語尾形式のうち、属格を表す格助
詞の「の」の使用頻度が50.4％と最も高く、それに引き続いて裸格の「φ」が6.4％と次に使用
頻度が高い形式であった。使用頻度が0.4％と最も低かった語尾形式は、「とは」、「で」、「をした」、
「のは」、「という」であった。
　　 また、日本語の［所有主］、［動作主］、［状態の主体］、［人間関係の基点］、［時間関係の基点］、［空
間関係の基点］、［存在の場所］、［性質・性格・状態（第三形容詞）］、［見聞・想念・話題などの
内容］、［事指示］、［主格の「の」］の用法にトルコ語の属格語尾の（－（n）in）が対応する。一方、
トルコ語の（－（n）in）の［所有主］、［作成者］、［所属先］、［動作主］、［比喩の対象］、［空間関係の
基点］、［存在の場所］、［時刻・時期］、［性質・性格・状態（第三形容詞）］、［見聞・想念・話題
などの内容］、［理由・原因］、［事指示］、［N２は助動詞］の用法には、日本語の「の」が対応する。
つまり、［所有主］、［動作主］、［空間関係の基点］、［存在の場所］、［性質・性格・状態（第三形
容詞）］、［見聞・想念・話題などの内容］及び［事指示］の用法の場合、両言語とも属格を表す
形式を利用していることが分かった。
　本研究では、日本語とトルコ語の属格形式の対応関係を明らかにした。今後の課題として、本研究
で明らかにした両言語間の相違する形式がトルコ語人日本語学習者の日本語の格助詞「の」の使用に
どの程度の影響を与えているかをアンケート調査により明らかにする。
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